
令和８年度 学校自己評価システムシート （ 県立八潮フロンティア高等学校 ） 

目 指 す 学 校 像 
あらゆる教育活動を通じて人間力・学力・社会人基礎力を醸成し、専門的な学びなどを活かして八

潮から広く地域および国際社会に貢献できる人材を育成する学校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ あらゆる教育活動を通じて「主体的・対話的で深い学び」を実践し、生徒の「人間力」「学

力」「社会人基礎力」を育成する。 

２ 生徒の防災・交通安全意識を高め、安全で快適な学校を目指す。 

３ 情報発信や地域連携により、信頼される学校づくりを推進する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月   日 現 在 ）  実施日 令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 あらゆる教育活動において「主体的・対

話的で深い学び」を実践することにより、

生徒が自らの課題に真摯に向き合う力（人

間力）、対話を通して仲間と協働し課題解

決に取り組む力（社会人基礎力）、そして

未来を創造する力（学力）を育成する。 
  

〇主体的・対話的

で深い学びの実

践 

・「主体的・対話的で深い学び」の視点

による授業実践及び授業改善を行うと

ともに、授業の相互見学等により教員

の指導力向上を図る。 

・本校の「総合的な探究の時間」を構築

する。 

・学習した成果をまとめ発表する機会を

創出し、プレゼンテーション能力を育

成する。 

・特別活動や学校行事においても主体

的・対話的な活動を実践する。 

・主体的・対話的で深い学びの

実施状況（教員アンケート） 

・教員の授業見学回数等の指導

力向上の取り組み状況 

・総合的な探究の時間における

取組状況 

・授業等において、生徒が発表

する場面を設定し、実施でき

ているか 

・アンケート「特別活動や学校

行事に主体的・対話的に取り

くんだ」割合 
     

〇「人間力」「学

力」「社会人基

礎力」の育成 

・生徒が高い目標を設定し、生徒自身が

課題を克服し、達成感や充実感を獲得

することにより、自己肯定感を高め

る。 

・商業関係をはじめとする資格取得を推

進する。 

・学校斡旋による就職希望者は、全員の

就職が決定できるよう、社会で即戦力

として活躍できる資質・能力を育成す

る。 

・「ＹＦＰプロジェクト」 達成

状況アンケートの平均値を４.

１以上(５点満点) 

・生徒アンケート「充実した学

校生活を送れている」割合 

・資格の取得人数 

・卒業時の進路決定率９５％以

上及び学校斡旋による就職希

望者の就職決定率１００％ 

２ 

生徒の将来を見据え、ルールを守る意識

や基本的生活習慣を身に付けられるよう、

丁寧で継続的な生徒指導を行うことによ

り、生徒が安心・安全を感じながら、快適

に学校生活を送ることのできる環境を整え

ていく。 

また、本校は自転車通学の生徒が全体の

９割を占めていることから、交通ルールの

遵守を徹底し、交通事故を未然に防ぐため

にも、交通安全に対する意識を一層高めて

いく必要がある。 

○生徒の防災・交

通安全意識の向

上 

・学校の安全性を向上するべく防災訓

練及び感染症等への予防対策等を計画

的に実施する。 

・事故防止の意識を醸成するために、

月１回の交通安全一斉指導及び交通安

全講習会及び講演会等を実施する。 

・アンケート「安心して学校に

通うことができる」割合 

・交通事故の発生件数及び交通

安全に関する取り組みの実施

状況 

     
○安全で快適な学

校づくり 

・安全点検により安全な学校環境を維

持する。 

・生徒の基本的生活習慣を確立すると

ともに、生徒のルール遵守の意識を醸

成する。 

・教員間の情報共有をもとに、生徒の

課題に対する指導や支援を行う。 

・通級指導により、多様な生徒や保護

者のニーズに応える取組を実施する。 

・安全点検及び修繕の状況 

・支援が必要な生徒に対する取

り組み状況 

・遅刻者数 

・通級指導実施者の保護者満足

度９０％以上 

３ 

本校は、普通科とビジネス探究科（商業

系の専門学科）を併置する学校として、学

校への理解を深め、「通いたい学校」と感

じてもらえるよう、積極的な情報発信に取

り組む。 

学校ＨＰの更新やＳＮＳでの発信を強化

し、外部への認知度向上を図る。また、生

徒の学習活動や学校生活の様子を適宜公開

することで、地元中学校をはじめとした地

域との連携を深め、地域から信頼される学

校づくりを推進する。 

○情報発信や中高

連携による本校

への理解の深化 

・ＨＰの内容を充実させるとともに、Ｓ

ＮＳにおける情報発信を積極的に行

う。 

・学校説明会、進学フェア、中学校訪

問、塾訪問を工夫して実施する。 

・ＨＰとＳＮＳの運用状況・閲

覧回数及びＳＮＳ登録者数 

・学校説明会や中学校訪問等の

実施状況 

・１２月期進路希望調査におけ

る倍率 
     

○保護者や地域か

ら信頼される学

校づくり 

・学校安心メールでの保護者への情報発

信を行う。 

・部活動等による、地域との連携を推進

する。 

・地域の機関や企業、学校と連携し、授

業や行事等を実施する。 

・学校安心メールの発信回数 

・地域連携の実施状況 

・アンケートによる「本校に入

学してよかった」割合 

・地域との連携、協働の取り組 

み状況 

 


